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高体連主催大会ボクシング専門部 

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止ガイドライン 

 

※以下は、新型コロナウイルス感染症感染拡大が終息するまでの共通認識事項とする。 

  

 

 

 

大会実施においては上記 3点のリスクに対する対応が必要。また、対策を十分に講じたと判断し実施したとし

ても、競技会終了までの期間においての県内感染状況（クラスター発生、オーバーシュートなど）に応じて、大

会の中止を判断する場合がある。 

 

１ 基本的な感染防止対策 

① ボクシング場の窓は開けたままとする。扇風機を利用し空気の循環をする。 

② アルコール消毒液を置き、こまめな手洗い・消毒の徹底。 

③ タオルの貸し借りはしない。 

④ 全員マスクを着用。 

⑤ グローブ等共有して使用する場合、使用前後で消毒を行う。 

 

 ２ 生徒に発熱等が見られる場合の対応 

 ①発熱等の症状が見られる場合は大会参加を認めない。 

②当日急な症状が見られる場合は、引率者が保護者等に連絡をとり帰宅させる。 

 ③その他、大会期間中は引率教員及び大会役員で生徒の健康観察を徹底する。 

 

３ 感染者が発生した参加校の取り扱いついて 

各学校が行政機関や保健所の指示に従い、適切な範囲で休校等の措置を実施した内容を受け、大会参加の可

否について判断する。（濃厚接触者判断は行政・保健所が行い対象者に措置が行われる。また、各校における参

加申込は、各学校長の責任で安全を確認されたうえでのものと判断する） 

 

４ 大会途中で感染者が発生した場合 

原則として中止・延期の判断を行う。その後、行政機関や保健所の指示に従い、経過等については各専門委

員長を通じて県高体連事務局へ書面で連絡を行う。 

 

５ 大会終了後に大会参加者の感染が発覚した場合 

各学校の判断や、行政機関の指示に従う。その経過等については各専門委員長を通じて県高体連事務局へ書面

で連絡を行う。 

 

  高知県高等学校ボクシング夏季大会 保護者観戦に関して 

  今年度大会に於きましては、総体へのリハーサルを兼ねており、補助員を導入する為「無観客」での開催

とします。 

1. 競技会開催場所や競技特性に応じた適切な感染予防対策の実施 

2. 三密（密閉・密集・密接）の徹底回避 

3. 感染が発生した場合の対応 


